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まえがき
　電気学会は，1888 年に創設された学者・技術者で構成
される会員組織の学術法人である。すでに 1世紀以上の歴
史を有する伝統ある学会である一方，たえず革新を求め事
業活動の活性化につとめてきた。
　電気学術の習得に情熱を傾けている勉学の徒から，大
学・企業の第一線で研究活動・技術開発に発明・発見に
赫々たる成果を挙げている研究者・技術者にいたるまで，
幅広い層の方々の参加・支援を得ている。
　1991（平成 3）年からは，組織体制を刷新し部門制を採
用した。これは，電気学術の全分野を専門領域に分け，学
会トータルの場での活動とともに，それぞれの専門分野で
一層細かな活躍ができるようにしたものである。電気学術
は，かつての電気工学でイメージされていた範囲を時代と
ともに拡大し，エレクトロニクス，情報，エネルギー，環
境等々にかかわる広範多岐なものとなってきている。時代
の変遷・進展にあわせ，また，国際的視野に立って，電気
学術全般の研究・調査活動やその成果の発表を通じ，社会
に貢献していく。
　2014（平成 26）年には，2つの行動目標および重点的に
行うべき 4つの活動を「電気学会グランドデザイン」＊とし
て定め，これに沿って事業を進めている。
　本年度も引き続き，これまでの活動との一貫性を重視
し，更に深化し，以下の連携で生み出す社会的価値の創出
に向け，取り組みを推し進める。

1．会員に関する事項【定款第 3章】
（1）令和 2年度の会員数は，下表のように想定する。
（2）会員制度の充実と会員増加策

2．役員等に関する事項【定款第 3，5章】
　アンダーラインで令和 2年度改選された方を示す。
（1）令和 2年度本部役員
　　理　　事：斉藤史郎（東　芝）

　（１）�持続的社会の実現に貢献する技術革新：各部門の
学問や技術の深化に加え，部門間を跨る連携によ
るイノベーションの芽や新技術にも目配りできる
学会を目指す。

　（２）�他学会との連携による価値創出：①将来の学問や
技術，イノベーションの担い手の輩出，②学会間
の融合領域での技術革新の醸成，③社会事象（自
然災害や事故等）に対する技術課題や社会への情
報発信，などで他学会との連携を深める。

　（３）�社会との連携と知識の共有活動：社会一般の方々
と “電気の基礎知識” だけでなく，“未来を切り開
いていく新技術”の知識も積極的に共有していく。

＊電気学会グランドデザイン
　【行動目標】「会員に魅力ある場を提供する」
　　　　　 　�「豊かで安心安全な社会，持続的発展が可能

な社会の実現に貢献する」
　【重点的に行うべき 4つの活動】
　　　　　　 「電気学術の発展と国際化への貢献」
　　　　　　 �「科学技術を担う多様な人材の創出，育成，

活躍の促進」
　　　　　　 「標準化・規格化による戦略的活動と提言」
　　　　　　 �「社会への情報発信と認知（プレゼンス）の

向上」
　なお，本年度事業については新型コロナウイルスによる
影響を見極めながら推進する。

　　　 同 　：大崎博之（東京大学）
　　　 同 　：南　裕二（東芝エネルギーシステムズ）
　　　 同 　：藤岡直人（関西電力送配電）
　　　 同 　：大石　潔（長岡技術科学大学）

一般社団法人　電気学会

令和 2年度　事業計画
（自令和 2年 4月 1日〜至令和 3年 3月 31 日）

種別
項目

名誉員
正　員 准員 学生員 計 事業維持員

令 和 元 年 度 末 会 員 数 17 ,586 270 2 ,365 20 ,221 387 社（2,483 口）
入 会 ・ 復 会 予 定 795 17 1 ,420 2 ,232   21 社（   22 口）
資 格 変 更 940 149 －867 222 ─　 　　─
退 会 予 測 －1,940 －149 －468 －2 ,557 －16 社（ －17 口）
増 減 －205 17 85 －103 5 社（　　5口）
令和 2 年度末会員数（推定） 17 ,381 287 2 ,450 20 ,118 393 社（2,490 口）

　継続して個人会員・事業維持員の会員増員・退会防止策
を展開する。
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　　　 同 　：本山英器（電力中央研究所）
　　広報・国際化担当：伊藤孝充（明電舎）
　　　 同 　：牧野芳範（電源開発）
　　SNS プロモーション担当：飯岡大輔（東北大学）
　　監　　事：松下義尚（関西電力）
　　　 同 　：緒方隆雄（東京ガス）
　C部門
　　部 門 長：森　一之（三菱電機）
　　副部門長：福見　稔（徳島大学）
　　　 同 　：馬場賢二（東芝インフラシステムズ）
　　総務企画担当：内山宏樹（日立製作所）
　　　 同 　：河野弘樹（中部電力）
　　会計担当：土肥義康（富士通研究所）
　　　 同 　：井上武志（日本電気）
　　編修担当：鈴木昌和（東海大学）
　　　 同 　：坂上聡子（三菱電機）
　　研究調査担当：佐々木清吾（防衛大学校）
　　　 同 　：横川勝也（東芝インフラシステムズ）
　　広報・情報化担当：佐藤広生（東京工業大学）
　　　 同 　：渡部勇介（明電舎）
　　国際化担当：八木　透（東京工業大学）
　　　 同 　：遊佐博幸（電力中央研究所）
　　監　　事：田中慶太（東京電機大学）
　　　 同 　：飯坂達也（富士電機）
　D部門
　　部 門 長：村上俊之（慶應義塾大学）
　　和文論文誌編修長：星　伸一（東京理科大学）
　　英文論文誌編修長：横山智紀（東京電機大学）
　　副部門長：小坂　卓（名古屋工業大学）
　　　 同 　：榎本裕治（日立製作所）
　　総務企画担当：林屋　均（東日本旅客鉄道）
　　　 同 　：伊東淳一（長岡技術科学大学）
　　会計担当：貝塚正明（本田技術研究所）
　　　 同 　：南方英明（千葉工業大学）
　　編修広報担当：岩路善尚（茨城大学）
　　　 同 　：塚越昌彦（東芝三菱電機産業システム）
　　研究調査担当：和田圭二（東京都立大学）
　　　 同 　：鳥羽章夫（富士電機）
　　国際担当委員長：赤津　観（芝浦工業大学）
　　国際担当副委員長：近藤圭一郎（早稲田大学）
　　監　　事：藤本博志（東京大学）
　　　 同 　：浦壁隆浩（三菱電機）
　E部門
　　部 門 長：澤田和明（豊橋技術科学大学）
　　副部門長：安部　隆（新潟大学）
　　　 同 　：小西　聡（立命館大学）
　　総務企画担当：長谷川有貴（埼玉大学）
　　　 同 　：野田俊彦（豊橋技術科学大学）
　　会計担当：青野宇紀（日立製作所）

　　　 同 　：大穀晃裕（三菱電機）
　　　 同 　：大森隆宏（日立製作所）
　　　 同 　：瀬戸晴彦（東京電力パワーグリッド）
　　　 同 　：花﨑　泉（東京電機大学）
　　　 同 　：道下幸志（静岡大学）
　　専務理事：藤原　昇（電気学会）
　　部門担当理事（A部門）：山崎孝則（住友電気工業）
　　部門担当理事（B部門）：蘆立修一（東京電力ホールディングス）
　　部門担当理事（C部門）：森　一之（三菱電機）
　　部門担当理事（D部門）：村上俊之（慶應義塾大学）
　　部門担当理事（E部門）：澤田和明（豊橋技術科学大学）
　　支部担当理事（北海道）：北　裕幸（北海道大学）
　　支部担当理事（東北）：春浪隆夫（東北電力ネットワーク）
　　支部担当理事（東京）：林　泰弘（早稲田大学）
　　支部担当理事（東海）：小道浩也（中部電力パワーグリッド）
　　支部担当理事（北陸）：水野弘一（北陸電力送配電）
　　支部担当理事（関西）：尾﨑雅則（大阪大学）
　　支部担当理事（中国）：餘利野直人（広島大学）
　　支部担当理事（四国）：門脇一則（愛媛大学）
　　支部担当理事（九州）：末廣純也（九州大学）
　　監　　事：小野利喜（九電テクノシステムズ）
　　　 同 　：弘津研一（住友電気工業）
（2）令和 2年度部門役員
　A部門
　　部 門 長：山崎孝則（住友電気工業）
　　編 修 長：永田正義（兵庫県立大学）
　　副部門長：加藤景三（新潟大学）
　　　 同 　：岡本健次（富士電機）
　　総務企画担当：岡本徹志（東芝インフラシステムズ）
　　　 同 　：彦坂知行（富士電機）
　　会計担当：遠藤　久（日立製作所）
　　　 同 　：山本　陽（明電舎）
　　編修担当：間中孝彰（東京工業大学）
　　　 同 　：曽根原誠（信州大学）
　　研究調査担当：加藤剛志（名古屋大学）
　　　 同 　：栗原隆史（電力中央研究所）
　　監　　事：岡本達希（関東学院大学）
　　　 同 　：福間眞澄（松江工業高等専門学校）
　B部門
　　部 門 長：蘆立修一（東京電力ホールディングス）
　　副部門長：石亀篤司（大阪府立大学）
　　　 同 　：馬場吉弘（同志社大学）
　　総務企画担当：松田紀彦（日立製作所）
　　　 同 　：千切健史（東芝エネルギーシステムズ）
　　会計担当：高木　浩（三菱電機）
　　　 同 　：桑原　真（中部電力）
　　編修担当：岩田幹正（電力中央研究所）
　　　 同 　：渡辺雅浩（日立製作所）
　　研究調査担当：上蔀誠二（富士電機）
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　　総務企画幹事：小林武則（東芝エネルギーシステムズ）
　　　 同 　：饗場　潔（東京電力パワーグリッド）
　　会計幹事：福水正隆（日立製作所）
　　　 同 　：田辺隆也（電力中央研究所）
　　協 議 員：相川慎也（工学院大学）
　　　 同 　：井上秀幸（日本電気）
　　　 同 　：浦野昌一（明治大学）
　　　 同 　：沖野晃俊（東京工業大学）
　　　 同 　：△金子裕良（埼玉大学）
　　　 同 　：栗原隆史（電力中央研究所）
　　　 同 　：△江　偉華（長岡技術科学大学）
　　　 同 　：佐伯憲一（日本製鉄）
　　　 同 　：△佐久間洋志（宇都宮大学）
　　　 同 　：島岡一博（産業技術総合研究所）
　　　 同 　：△高野明夫（沼津工業高等専門学校）
　　　 同 　：舘　秀世（東京電力パワーグリッド）
　　　 同 　：△辻　隆男（横浜国立大学）
　　　 同 　：原　徳幸（明電舎）
　　　 同 　：藤本康孝（横浜国立大学）
　　　 同 　：宮武昌史（上智大学）
　　　 同 　：△矢野浩司（山梨大学）
　　　 同 　：山本貴光（鉄道総合技術研究所）
　　　 同 　：△脇本隆之（千葉工業大学）
　　　 同 　：五十嵐洋（東京電機大学）
　　　 同 　：石河範明（富士電機）
　　　 同 　：大木義路（早稲田大学）
　　　 同 　：岡田弘志（日立製作所）
　　　 同 　：小川文彦（日立製作所）
　　　 同 　：桑畑周司（東海大学）
　　　 同 　：近藤俊介（電源開発）
　　　 同 　：鈴木憲吏（東京都市大学）
　　　 同 　：坪井敏宏（東京電力ホールディングス）
　　　 同 　：直井伸也（東芝エネルギーシステムズ）
　　　 同 　：△橋本誠司（群馬大学）
　　　 同 　：馬場旬平（東京大学）
　　　 同 　：堀　豊貴（昭和電線ケーブルシステム）
　　　 同 　：松澤　勝（三菱電機）
　　　 同 　：満倉靖恵（慶應義塾大学）
　　　 同 　：△柳平丈志（茨城大学）
　　監　　事：黒瀬　健（三菱電機）
　　　 同 　：市川路晴（電力中央研究所）
　東海支部
　　支 部 長：小道浩也（中部電力パワーグリッド）
　　総務企画幹事：吉山総志（中部電力パワーグリッド）
　　　 同 　：加藤丈佳（名古屋大学）
　　会計幹事：雪田和人（愛知工業大学）
　　　 同 　：佐藤徳孝（名古屋工業大学）
　　協 議 員：有賀信雄（シンフォニアテクノロジー）
　　　 同 　：梅野孝治（豊田中央研究所）

　　　 同 　：山下　馨（京都工芸繊維大学）
　　編修担当：河野剛士（豊橋技術科学大学）
　　　 同 　：安藤妙子（立命館大学）
　　研究調査担当：工藤寛之（明治大学）
　　　 同 　：磯部良彦（デンソー）
　　監　　事：年吉　洋（東京大学）
　　　 同 　：石河範明（富士電機）
（3）令和 2年度支部役員
　△印は支所長を示す
　北海道支部
　　支 部 長：北　裕幸（北海道大学）
　　総務企画幹事：渡辺浩太（室蘭工業大学）
　　　 同 　：長谷川博一（北海道電力ネットワーク）
　　会計幹事：折川幸司（北海道大学）
　　　 同 　：吉田隆彦（北海道電力ネットワーク）
　　協 議 員：片山幸一（北海道電力ネットワーク）
　　　 同 　：高橋理音（北見工業大学）
　　　 同 　：成瀬隆是（日本製鉄）
　　　 同 　：原　亮一（北海道大学）
　　　 同 　：赤塚元軌（苫小牧工業高等専門学校）
　　　 同 　：井口　傑（旭川工業高等専門学校）
　　　 同 　：一戸昌則（北海道科学大学）
　　　 同 　：川口秀樹（室蘭工業大学）
　　　 同 　：佐藤仁樹（公立はこだて未来大学）
　　　 同 　：土田徳造（北海道旅客鉄道）
　　監　　事：小林孝一（北海道大学）
　東北支部
　　支 部 長：春浪隆夫（東北電力ネットワーク）
　　総務企画幹事：千田卓二（東北電力）
　　　 同 　：遠藤　恭（東北大学）
　　会計幹事：加納剛史（東北大学）
　　　 同 　：二上貴文（東北電力ネットワーク）
　　協 議 員：加藤　洋（東日本旅客鉄道）
　　　 同 　：佐藤文博（東北学院大学）
　　　 同 　：田倉哲也（東北工業大学）
　　　 同 　：△花田一磨（八戸工業大学）
　　　 同 　：△三浦　武（秋田大学）
　　　 同 　：△南谷靖史（山形大学）
　　　 同 　：守山　寛（ユアテック）
　　　 同 　：大場　譲（仙台高等専門学校）
　　　 同 　：小澤哲也（東北学院大学）
　　　 同 　：工藤英明（東北電力ネットワーク）
　　　 同 　：△高橋克幸（岩手大学）
　　　 同 　：粒来　修（東北電力）
　　　 同 　：△道山哲幸（日本大学）
　　　 同 　：薮上　信（東北大学）
　　監　　事：家名田敏昭（東北文化学園大学）
　東京支部
　　支 部 長：林　泰弘（早稲田大学）
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　　　 同 　：高間康弘（関西電力）
　　　 同 　：田中　剛（ダイヘン）
　　　 同 　：西野憲一郎（西日本旅客鉄道）
　　　 同 　：松尾浩之（富士電機）
　　　 同 　：吉岡理文（大阪府立大学）
　　　 同 　：米森秀登（神戸大学）
　　　 同 　：上田晃司（三菱電機）
　　　 同 　：岡　好浩（兵庫県立大学）
　　　 同 　：久保幸弘（立命館大学）
　　　 同 　：塩川明実（パナソニック）
　　　 同 　：眞銅雅子（大阪工業大学）
　　　 同 　：津山美穂（近畿大学）
　　　 同 　：美舩　健（京都大学）
　　　 同 　：村田義直（住友電気工業）
　　監　　事：坂口恭生（住友電気工業）
　　　 同 　：皆川忠郎（三菱電機）
　中国支部
　　支 部 長：餘利野直人（広島大学）
　　総務企画幹事：勝部耕次（中国電力ネットワーク）
　　　 同 　：造賀芳文（広島大学）
　　会計幹事：間屋口信博（中電工）
　　　 同 　：小野　進（中国電力ネットワーク）
　　協 議 員：髙橋明子（岡山大学）
　　　 同 　：廿日出好（近畿大学）
　　　 同 　：丸谷祐司（JFEスチール）
　　　 同 　：吉田義昭（広島工業大学）
　　　 同 　：麻原寛之（岡山理科大学）
　　　 同 　：今尾浩也（松江工業高等専門学校）
　　　 同 　：井本哲也（中国電機製造）
　　　 同 　：大木　誠（鳥取大学）
　　　 同 　：重國知之（東ソー）
　　　 同 　：日髙良和（宇部工業高等専門学校）
　　　 同 　：脇谷　伸（広島大学）
　　監　　事：岡村幸壽（中電技術コンサルタント）
　四国支部
　　支 部 長：門脇一則（愛媛大学）
　　総務企画幹事：田中達治（阿南工業高等専門学校）
　　　 同 　：尾崎良太郎（愛媛大学）
　　会計幹事：木村優也（住友共同電力）
　　　 同 　：井堀春生（愛媛大学）
　　協 議 員：石橋次郎（四国電力）
　　　 同 　：高尾英邦（香川大学）
　　　 同 　：寺西研二（徳島大学）
　　　 同 　：八田章光（高知工科大学）
　　　 同 　：松木寿夫（三菱電機）
　　　 同 　：本村英樹（愛媛大学）
　　　 同 　：加藤直亮（住友共同電力）
　　　 同 　：菅　史夫（四国総合研究所）
　　　 同 　：鈴木浩司（徳島大学）

　　　 同 　：下廣大輔（中部電力）
　　　 同 　：曽根原誠（信州大学）
　　　 同 　：滝川浩史（豊橋技術科学大学）
　　　 同 　：田畑壮章（富士電機）
　　　 同 　：津田紀生（愛知工業大学）
　　　 同 　：長谷川勝（中部大学）
　　　 同 　：安井晋示（名古屋工業大学）
　　　 同 　：山田隆弘（デンソー）
　　　 同 　：山中三四郎（名城大学）
　　　 同 　：大川恭史（日本ガイシ）
　　　 同 　：五藤和志（愛知電機）
　　　 同 　：駒田　諭（三重大学）
　　　 同 　：関川純哉（静岡大学）
　　　 同 　：冨田睦雄（岐阜工業高等専門学校）
　　　 同 　：森脇英久（東芝エネルギーシステムズ）
　　　 同 　：吉田　隆（名古屋大学）
　　監　　事：岩蕗寛康（三菱電機）
　北陸支部
　　支 部 長：水野弘一（北陸電力送配電）
　　総務企画幹事：伊藤弘昭（富山大学）
　　　 同 　：吉江弘治（北陸電力送配電）
　　会計幹事：川村裕直（北陸電力）
　　　 同 　：直江伸至（国際高等専門学校）
　　協 議 員：清田恭平（富山大学）
　　　 同 　：桒島史欣（福井工業大学）
　　　 同 　：小出　明（富山大学）
　　　 同 　：齊田　茂（関西電力送配電）
　　　 同 　：澤井　圭（富山県立大学）
　　　 同 　：津田敏宏（金沢工業大学）
　　　 同 　：山田俊明（北陸電力送配電）
　　　 同 　：秋山　肇（福井工業高等専門学校）
　　　 同 　：伊藤雅一（福井大学）
　　　 同 　：宇野敦司（北陸電力送配電）
　　　 同 　：岡本征晃（石川工業高等専門学校）
　　　 同 　：多田和広（富山高等専門学校）
　　　 同 　：中野裕介（金沢大学）
　　　 同 　：細川利規（北陸電機製造）
　　監　　事：金邉　忠（福井大学）
　関西支部
　　支 部 長：尾﨑雅則（大阪大学）
　　総務企画幹事：真田雅之（大阪府立大学）
　　　 同 　：杉原英治（大阪大学）
　　会計幹事：佐藤伸吾（関西大学）
　　　 同 　：松久光儀（関西電力）
　　協 議 員：石飛　学（奈良工業高等専門学校）
　　　 同 　：井上　馨（同志社大学）
　　　 同 　：小倉慎太郎（日新電機）
　　　 同 　：小田　昇（関西鉄道協会）
　　　 同 　：久保　理（大阪大学）



52

　　　 同 　：谷本　壮（高知工業高等専門学校）
　　　 同 　：平尾正幸（四国計測工業）
　　　 同 　：弓達新治（愛媛大学）
　　監　　事：田中貴之（四国電力）
　九州支部
　　支 部 長：末廣純也（九州大学）
　　総務企画幹事：中野道彦（九州大学）
　　　 同 　：安部征哉（九州工業大学）
　　会計幹事：藤瀬伸浩（九州電力送配電）
　　　 同 　：徳留健一（九州電力）
　　協 議 員：青木振一（崇城大学）
　　　 同 　：井上昌睦（福岡工業大学）
　　　 同 　：川崎敏之（西日本工業大学）
　　　 同 　：後藤雄治（大分大学）
　　　 同 　：小浜輝彦（福岡大学）
　　　 同 　：千住智信（琉球大学）
　　　 同 　：武居　周（宮崎大学）
　　　 同 　：八野知博（鹿児島大学）
　　　 同 　：松平和之（九州工業大学）
　　　 同 　：吉見太佑（安川電機）
　　　 同 　：阿部良樹（日本製鉄）
　　　 同 　：今坂公宣（九州産業大学）
　　　 同 　：△浦崎直光（琉球大学）
　　　 同 　：王　斗艶（熊本大学）
　　　 同 　：木本　晃（佐賀大学）
　　　 同 　：庄山正仁（九州大学）
　　　 同 　：田邉　隆（三菱重工業）
　　　 同 　：筒井宏次（東芝三菱電機産業システム）
　　　 同 　：藤村　茂（早稲田大学）
　　　 同 　：宮﨑浩一（久留米工業高等専門学校）
　　　 同 　：柳井武志（長崎大学）
　　　 同 　：若林大輔（日本文理大学）
　　監　　事：中澤雅明（九州電力送配電）
（4）令和 2年度代議員（90 名）
　�　任期は令和 2年 2 月 29 日〜 2 年後に実施される代議
員選挙終了の時まで

蘆立修一（東京電力ホールディングス）
五十嵐一（北海道大学）
池田善久（愛媛大学）
石亀篤司（大阪府立大学）
石川和明（中部電力）
石川裕記（岐阜大学）
今井伸一（東光高岳）
今坂公宣（九州産業大学）
岩崎　誠（名古屋工業大学）
遠藤　恭（東北大学）
大石　潔（長岡技術科学大学）
大川剛直（神戸大学）
大久保昌利（関西電力）

大熊康浩（富士電機）
大崎博之（東京大学）
大西公平（慶應義塾大学）
小笠原悟司（北海道大学）
岡本　浩（東京電力パワーグリッド）
尾﨑雅則（大阪大学）
小野　靖（東京大学）
勝野　徹（富士電機）
加藤丈佳（名古屋大学）
加納剛史（東北大学）
川上紀子（東芝三菱電機産業システム）
河村篤男（横浜国立大学）
北　裕幸（北海道大学）
木本　晃（佐賀大学）
久保川淳司（広島工業大学）
斉藤一成（四国電力）
斉藤史郎（東　芝）
斎藤英揮（東芝エネルギーシステムズ）
佐藤育子（東京電力ホールディングス）
澤　敏之（日立製作所）
清水敏久（東京都立大学）
白井康之（京都大学）
新藤孝敏（電力中央研究所）
神保泰彦（東京大学）
末廣純也（九州大学）
杉原英治（大阪大学）
清治岳彦（日立製作所）
芹澤善積（電力中央研究所）
曽根光男（東海大学）
曽根原誠（信州大学）
大穀晃裕（三菱電機）
髙尾智明（上智大学）
髙橋　誠（愛知電機）
田所通博（三菱電機）
田中幸二（日立製作所）
田畑　修（京都先端科学大学）
玉井伸三（東芝三菱電機産業システム）
千田卓二（東北電力）
寺井清寿（東芝インフラシステムズ）
寺園勝志（安川電機）
直江伸至（国際高等専門学校）
長尾伸二（東芝産業機器システム）
中川活二（日本大学）
中川聡子（東京都市大学）
中島慶人（電力中央研究所）
中本哲哉（東芝エネルギーシステムズ）
西川宏之（芝浦工業大学）
野田和俊（産業技術総合研究所）
箱田　清（中部電力パワーグリッド）
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長谷川隆章（住友電気工業）
濱田　浩（東京電力ホールディングス）
林　泰弘（早稲田大学）
日髙邦彦（東京電機大学）
日髙良和（宇部工業高等専門学校）
平木英治（岡山大学）
福井伸太（東洋大学）
福見　稔（徳島大学）
藤岡直人（関西電力送配電）
藤原　昇（電気学会）
二上貴文（東北電力）
北條昌秀（徳島大学）
前中一介（兵庫県立大学）
牧田真治（デンソー）
松本　聡（芝浦工業大学）
水野弘一（北陸電力送配電）
南　裕二（東芝エネルギーシステムズ）
峯田　貴（山形大学）
森　一之（三菱電機）
安田恵一郎（東京都立大学）
山口　博（関東電気保安協会）
山崎秀樹（中部電力）
山本吉朗（鹿児島大学）
山本直幸（日立製作所）
横山明彦（東京大学）
吉江弘治（北陸電力）
吉田　隆（名古屋大学）
餘利野直人（広島大学）

（5）令和 2年度有識者会議委員（70 名）
　　本部代表：生駒昌夫（きんでん）
　　　 同 　：伊藤久徳（中部電力）
　　　 同 　：今井伸一（東光高岳）
　　　 同 　：大久保昌利（関西電力）
　　　 同 　：大熊康浩（富士電機）
　　　 同 　：大西公平（慶應義塾大学）
　　　 同 　：小野　靖（東京大学）
　　　 同 　：小橋秀一（三菱電機）
　　　 同 　：斎藤英揮（東芝エネルギーシステムズ）
　　　 同 　：佐藤育子（東京電力ホールディングス）
　　　 同 　：清治岳彦（日立製作所）
　　　 同 　：芹澤善積（電力中央研究所）
　　　 同 　：竹下隆晴（名古屋工業大学）
　　　 同 　：田中幸二（日立製作所）
　　　 同 　：中川聡子（東京都市大学）
　　　 同 　：中本哲哉（東芝エネルギーシステムズ）
　　　 同 　：福井伸太（東洋大学）
　　　 同 　：松本　聡（芝浦工業大学）
　　　 同 　：安田恵一郎（東京都立大学）
　　　 同 　：山口　博（関東電気保安協会）

　　　 同 　：山本直幸（日立製作所）
　　　 同 　：横山明彦（東京大学）
　　部門代表：川上紀子（東芝三菱電機産業システム）
　　　 同 　：清水敏久（東京都立大学）
　　　 同 　：神保泰彦（東京大学）
　　　 同 　：鈴木博章（筑波大学）
　　　 同 　：〈芹澤善積（電力中央研究所）〉※
　　　 同 　：寺井清寿（東芝インフラシステムズ）
　　　 同 　：西川宏之（芝浦工業大学）
　　　 同 　：前中一介（兵庫県立大学）
　　　 同 　：吉村健司（電力計算センター）
　　支部代表：五十嵐一（北海道大学）
　　　 同 　：大崎博之（東京大学）
　　　 同 　：岡本　浩（東京電力パワーグリッド）
　　　 同 　：下村直行（徳島大学）
　　　 同 　：白井康之（京都大学）
　　　 同 　：田岡久雄（大和大学）
　　　 同 　：田所通博（三菱電機）
　　　 同 　：田苗　博（北日本電線）
　　　 同 　：田中康規（金沢大学）
　　　 同 　：豊田浩孝（名古屋大学）
　　　 同 　：林　則行（宮崎大学）
　　　 同 　：平木英治（岡山大学）
　　　 同 　：福島　透（中国電力）
　　　 同 　：藤井　裕（北海道電力）
　　　 同 　：松浦昌則（電力中央研究所）
　　　 同 　：皆本佳計（新居浜工業高等専門学校）
　　　 同 　：山科秀之（九州電力送配電）
　　　 同 　：吉澤　誠（東北大学）
　　事業維持員代表：阿部公哉（東北電力ネットワーク）
　　　 同 　：市川弥生次（中部電力）
　　　 同 　：伊藤孝充（明電舎）
　　　 同 　：〈岡本　浩（東京電力パワーグリッド）〉※
　　　 同 　：近藤史郎（富士電機）
　　　 同 　：斎藤幸司（東　芝）
　　　 同 　：柴田俊和（住友電気工業）
　　　 同 　：〈清治岳彦（日立製作所）〉※
　　　 同 　：高澤範行（三菱電機）
　　　 同 　：廣渡　健（九州電力送配電）
　　　 同 　：福田　隆（関西電力送配電）
　　　 同 　：向山晋一（古河電気工業）
　　役　　員：大石　潔（長岡技術科学大学）
　　　 同 　：〈大崎博之（東京大学）〉※
　　　 同 　：大森隆宏（日立製作所）
　　　 同 　：小野利喜（九電テクノシステムズ）
　　　 同 　：斉藤史郎（東　芝）
　　　 同 　：瀬戸晴彦（東京電力パワーグリッド）
　　　 同 　：大穀晃裕（三菱電機）
　　　 同 　：花﨑　泉（東京電機大学）
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3．会議等に関する事項【定款第 4，6章】
　会議・委員会等を以下のとおり開催する。
（1）通常総会
　�　令和 2年 6月 4日（木）に第 108 回通常総会を電気学
会会議室にて開催予定。

（2）理事会
　　年度内に 6回開催予定。
（3）各種会議・委員会等
　�　各会議体・委員会は各事業体の事業計画に基づいて必
要に応じ開催し，主要会議等は下記の回数を予定する。
　　有識者会議：1回　
　　経営戦略会議：適宜
　　経営企画委員会：10 回（幹事会 5回を含む）
　　　新進会員活動委員会：5回
　○総務企画関連
　　総務会議：5回
　　　技術者教育委員会（部会等含む）：23 回
　　　広報委員会：3回
　　　IEEJ プロフェッショナル運営委員会：2回
　　　社会連携委員会：2回
　　倫理委員会（幹事会，WG含む）：9回
　　表彰委員会：3回
　　顕彰委員会（小委員会含む）：8回
　○財務会計関連
　　会計会議：5回
　○編修出版関連
　　編修会議：4回
　　　編修委員会（部会を含む）：27 回
　　　出版事業委員会（部会を含む）：9回
　○研究調査関連
　　研究調査会議：４回
　　　全国大会委員会（小委員会含む）：4回
　　国際活動委員会：4回
　　電気規格調査会：７．に記載する。
　○部門関連
　　部門役員会
　　　Ａ部門：5回，Ｂ部門：5回，Ｃ部門：5回，
　　　Ｄ部門：5回，Ｅ部門：5回
　○支部関連
　　支部報告会：適宜
　　　支部役員会：適宜

4．�研究発表会・講演会・講習会および見学会の開催に関
する事項【定款第 4条 1号】

※新型コロナウイルスの影響により変更になる場合がある。

（1）全国大会の充実
　�　企画内容の充実とサービス向上をはかり講演者，聴講
者の増加を目指す。
　　令和 3年 3月 9日〜 11 日大阪大学にて開催予定。
（2）総合力を発揮した支部活動
　�　本部・部門と連携しつつ地域に密着した活動を展開
し，技術交流や技術研鑽の場の提供を通じ会員サービス
に努め，あわせて会員増加を図る。また，これらの活動
においては IEEJ プロフェッショナルの協力を得る。支
部における講演会，講習会，見学会などの開催計画は下
表のとおりである。

（3）総合力を発揮した部門活動
　�　本部・支部と連携しつつ各部門の特徴やコア技術を生
かしつつ，新規分野の取り込みや他部門他学協会との連
携などの将来展開を考慮して活力ある活動を展開する。
部門大会等の開催計画は次表のとおりである。

5．会誌および図書の発行に関する事項【定款第 4条 2号】
（1）電気学会誌・論文誌の更なる充実
　�　学会誌は，広範囲な分野から分かりやすく読みやすい
記事の企画・掲載に努める。また，気軽に読める記事
「コーヒーブレイク」を引き続き掲載する。
　�　電子投稿・査読システムの安定的な運用に努め，論文
の査読期間の短縮を図る。投稿論文に対して引き続き剽
窃チェックを実施し，論文誌の質の向上に努める。

（2）国際化活動の更なる推進
　�　共通英文論文誌（TEEE）の毎月発行に伴うページ数
増加により，論文掲載までの期間短縮を図る。また，イ

支部 北海道 東北 東京 東海 北陸 関西 中国 四国 九州 計

支部連合大会等 1 1 1 1 1 1 1 1 1 9

一般
向け

講 演 会 1 0 22 1 5 9 1 0 2 41
講 習 会 2 0 1 0 0 1 3 6 1 14
見 学 会 1 1 14 2 1 2 0 0 1 22

専門家
向け

講 演 会 8 28 4 8 1 1 8 5 10 73
講 習 会 1 0 5 2 1 3 2 2 1 17
見 学 会 1 0 11 2 1 1 4 4 1 25

発 表 会 関 係 1 1 10 2 2 1 1 1 3 22
そ　　の　　他 0 7 17 16 3 9 6 2 5 65

計 16 38 85 34 15 28 26 21 25 288

大会名 開催場所 開催日
A部門大会 朱鷺メッセ（新潟） 2020 .9 . 1 ～   3
B 部門大会 東北大学（仙台） 2020 .9 . 9 ～  11
C 部門大会 富山県立大学（射水） 2020 .9 . 9 ～  12
D 部門大会 長岡技術科学大学（長岡） 2021 年へ延期
E部門大会（「セ
ンサ・マイクロ
マシンと応用シ
ステム」シンポ
ジウム）

熊本城ホール（熊本） 2020 .10 . 26 ～ 28

　　　 同 　：弘津研一（住友電気工業）
　　　 同 　：藤岡直人（関西電力送配電）
　　　 同 　：藤原　昇（電気学会）
　　　 同 　：道下幸志（静岡大学）
　　　 同 　：南　裕二（東芝エネルギーシステムズ）
重複者は〈氏名〉※ と表記
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ンパクトファクター（IF）の向上を目指して，著名な
方の執筆による解説論文を掲載するなど，効果が期待さ
れる方策を推進していく。さらに，アジアの取り込み戦
略の具体的方策として，良質な論文を集めるためのキー
パーソンを選定し，論文幹事を務めていただくことを積
極的に進める。
　�　なお，D部門英文論文誌の早期の SCI 登録申請に向
けて，引き続き有効な方策を検討・実施していく。

（3）会誌の発行計画は以下のとおり。
　（a）学会誌
　　　発行回数：12 回
　　　年間発行ページ数：962 ページ（含広告）
　　　発行部数：約 25 .1 万部／年
　　　掲載記事の企画は編修委員会で検討する。
　（b）論文誌（部門誌）
　　　発行回数：12 回／部門
　　　�ページ数は以下のとおり。D部門は英文論文誌 D

（年 6回発行）を含む

　（c）共通英文論文誌
　　　発行回数：12 回（毎月発行）
　　　ページ数：約 1,800 ページ
（4）時代の動向や社会のニーズをとらえた出版推進
　�　教科書の分量・内容・価格など教育現場に即した企
画・出版を行い，採用増加を図る。
　�　教科書・専門書・啓発書で新刊2点の出版を目標とする。
（5）教科書等の発行計画は以下のとおり。
　（a）教科書・専門書・技術啓発書

　（b）技術報告新刊

6．調査・研究の実施に関する事項【定款第 4条 3号】
（1）活動範囲の拡大
　�　「電気システムセキュリティ特別技術委員会」の下部
に設置した特別調査専門委員会を積極的に推進し，その
成果は各種大会のシンポジウム等で効果的に発信してい
く。特に，「防災・減災のための電気エネルギーセキュ
リティ特別調査委員会」については，昨今の自然災害激
甚化を考慮して，活動範囲を拡大していく。

（2）一般社会向け公開シンポジウムの実施
　�　「防災・減災のための電気エネルギーセキュリティ特
別調査委員会」の活動を踏まえ，開催の必要性等を適宜

A部門 B部門 C部門 D部門 E部門 合計
ペ ー ジ 数 740 980 2 ,200 1 ,660 550 6 ,130

種別
教科書・専門書 技術啓発書 合計
新刊 重版 計 新刊 重版 計 新刊 重版 計

発行点数 2 22 24 0 1 1 2 23 25
発行部数 3,200 17 ,400 20 ,600 0 500 500 3 ,200 17 ,900 21 ,100

A 部門 B部門 C部門 D部門 E部門 合計
発 行 点 数 7 9 3 10 0 29
発 行 部 数 750 1 ,430 300 1 ,572 0 4 ,052

判断し，タイムリーに実施していく。
（3）学術情報システムの円滑な運営と拡大
　�　研究会資料の電子化を年間予約者対応も含めて適切に
推進していく。

（4）研究調査活動のための委員会活動は以下のとおり。
　（a）各種委員会の開催回数

　（b）新設委員会数

　（c）解散委員会数

　（d）研究会発表論文件数

7．標準の制定に関する事項【定款第 4条 3号】
　�　電気機械器具及び材料などの標準化に関する事項を調
査審議し，電気分野における標準化を通して，広く社会
に貢献することを目的として，下記に重点を置き活動を
推進する。
　　1．電気規格調査会（JEC）規格の制定・改正及び普及
　　2．国際電気標準会議（IEC）規格に係わる審議
　　3．日本産業規格（JIS）原案の作成
　　4．国内外の標準化機関との協力及び連携
　　5．電気規格調査会功績賞及び功労賞の顕彰
　　6．�IEC関連の国際会議日本開催及び国際会議旅費支援
　　7．IEC規格に係る委託事業の推進
　具体的な計画に関しては下記を予定する。
（1）標準規格の普及推進
　�　JEC 規格の制定・改正に合わせた JEC 規格の講習会
開催，情報公開等による JEC 規格販売促進を継続実施
していく。

（2）国際標準規格の開発推進
　�　国内外標準化機関との協力及び連携をはかり，スマー
トグリッド・UHV関連技術をはじめとし，日本発の規
格の国際標準化提案活動を引き続き推進する。また，
IEC規格に係る委託事業を積極的に推進する。

（3）事業維持員ほかへの広報の推進
　�　標準規格の制定・改正に参画された委員への感謝状の

A部門 B部門 C部門 D部門 E部門 合計
運営委員会 5 4 5 4 5 23
技術委員会 40 40 46 58 10 194
専門委員会 90 103 180 150 22 545
研 究 会 58 28 60 60 13 219
合計 193 175 291 272 50 981

A 部門 B部門 C部門 D部門 E部門 合計
技術委員会 0 0 0 0 0 0
専門委員会 8 8 19 14 2 51
合計 8 8 19 14 2 51

A 部門 B部門 C部門 D部門 E部門 合計
技術委員会 0 0 0 0 0 0
専門委員会 8 5 13 10 1 37
合計 8 5 13 10 1 37

部　　門 A部門 B部門 C部門 D部門 E部門 合計
件 数 950 720 600 900 150 3 ,320
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贈呈や事業維持員へのお礼状の発行などを実施する。さ
らに，JEC 功績賞・功労賞表彰式等の学会誌以外のマ
スメディアでの掲載を働きかける。

（4）委員会の開催数

8．功績の表彰に関する事項【定款第 4条 4号】
（1）電気技術顕彰制度「でんきの礎」の発展
　�　「でんきの礎」の第 14 回顕彰を実施する。全国大会で
授与式を開催し更なる周知拡大を図る。

（2）名誉員の推薦・フェローの充実
　�　名誉員資格条件を満たす者を，名誉員として推薦する。
　　また，フェローの認定を継続し拡大を図る。
（3）表彰
　�　功績賞 1件，業績賞 6件および電気学術振興賞（進歩
賞：9件，論文賞：9件，著作賞：1件），優秀技術活動
賞（技術報告賞：9件，グループ著作賞：1件以内），特
別活動賞：2件以内の表彰を行う。

（4）上級会員・IEEJ プロフェッショナルの認定
　�　電気技術の専門家で電気学会の諸活動への貢献があ
り，申請基準を満たす会員を，上級会員に認定する。
　�　IEEJ プロフェッショナルの活動範囲の拡大に対応す
べく認定者の増大を図る。

（5）電気規格調査会表彰
　　標準化活動への貢献者の表彰を行う。
（6）学術振興助成
　　大会ならびに研究会における優秀論文の表彰
　賞Ａ　部門大会・研究会の論文：80 件
　賞Ｂ　全国大会・支部大会の論文：120 件
（7）電気技術学習奨励賞
　�　高校生・高専生の電気主任技術者試験合格者表彰制度
の周知拡大を図り，第 2回表彰を実施する。

9．教育に関する事項【定款第 4条 5号】
（1）技術者教育の着実な推進と体制の整備
　�　他団体（日本工学会 CPD協議会，電気電子・情報系
CPD協議会，日本技術士会等）と連携してCPDに関す
る情報収集・意見交換を行い，会員に供する CPD対象
プログラムの拡大を図る。

（2）JABEE認定審査事業の着実な取り組み
　�　3 分野において着実に認定審査を実施する。また，
JABEE審査員講習会の開催を実施する。

会　　議　　名 開催数
規格委員会総会 1
規格役員会 6
標準化戦略委員会 6
表彰委員会 1
IEC 国際活動支援審査委員会 4
部会 25
標準化委員会・IEC国内委員会 174
JIS 原案作成委員会 12

合　　　　計 229

（3）IEEJ プロフェッショナル活動の拡大
　�　シニアパワーの活躍による学会活動の活性化に向け
て，IEEJ プロフェッショナルの活動範囲の拡大，それ
ら活動に対する支援の強化を検討する。

（4）技術者倫理教育に関する恒常的活動の推進
　�　技術者倫理研修会やフォーラムの開催，技術者倫理事例
集の販売促進など，技術者倫理教育に対する支援を行う。

（5）電気系の高等教育支援の推進
　　電気学会寄付講義を 23 校で開講する。
（6）若年層の理科・科学・技術離れへの対応
　�　初等中等教育を主な対象とする教育支援資金の活用推
進を図る。
　�　日本工学会の「科学技術人材育成コンソーシアム」に積
極的に参画し，初等中等教育支援などの活動推進を図る。

（7）一般の方々の電気技術に対する関心と理解を高める
　�　次代を担う若者を含む一般の方々を読者想定して発行
された小冊子，「電気の知識を深めようシリーズ」を教
育に活用するための関連教材の整備，機会の開拓と体制
の整備を図る。

10．�国内外の関係学術団体との協力および連携に関する事
項【定款第 4条 6号】

（1）国際活動の積極的推進と国際活動が容易にできる仕組
みの構築
　�　ICEE（電気技術国際会議）2020 高松大会の準備，開
催支援と，ISPSD2020（オーストリア）の準備，開催支
援および，ISPSD2021（名古屋）開催準備等の協力・支
援を行う。
　�　ICEE 国際ジャーナルの的確な発行を行うとともに，
広報委員会と連携をとり，英文HPの内容充実を図り，
海外や外国人留学生に向けての広報活動を推進する。
　�　国際的なステータス向上策の検討と海外学会等との連
携方策の検討を行う。

（2）広範な学会活動の推進
　�　電気・情報関連学会連絡協議会（電子情報通信学会，
情報処理学会，照明学会，映像情報メディア学会）の電
気情報関連学会や，日本学術会議，日本工学会，日本機
械学会，日本技術士会等，関係学会・団体との協議の場
を継続し，意見交換や諸活動の協調・連携を図る。

（3）国際交流助成
　�　対象　�海外で開催される国際会議出席者に対する補助

（最大 20 件）
　　　　　�海外で開催される電力技術に関する国際的会合

の出席者への補助（最大 4件）
　　　　　�外国学会との交流で海外の研究者・技術者を招

聘するための助成（最大 10 件）
　　助成総額　170 .2 万円
（4）学術団体の講演会等の共催・協賛・後援
（5）各種団体の研究助成候補者の推薦
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11．その他法人運営等に関する事項
（1）社会連携委員会
　�　技術者教員委員会傘下にあった「でんきの知識WG」
のこれまでの活動をさらに高め，令和元年度に総務会議

直下に「社会連携委員会」として発足した。電気技術に
関する社会との連携を強化するため，本委員会の活動を
推進する。
� 以上
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令和 2年度収支予算
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